
※上弦、下弦は半月です。

１１月・１２月の主な天文現象

しし座流星群が極大

アイソン彗星が近日点通過

冬至・こぐま座流星群が極大

ふたご座流星群が極大

　今年、大彗星になるかもしれないと言われていたアイソン彗星がいよいよ見やすくなる時期となりました。11月中旬
から明け方の東の空に見え始めます。太陽に最も近づく11月29日の前後数日間は観察に適しませんが、その後再び明け
方の空で見られるようになってきます。今後のアイソン彗星の姿に注目しましょう。なお、アイソン彗星を双眼鏡など
を使って観察する場合には、太陽を見てしまわないように十分に注意しましょう。
　毎年話題となり、数多く流星が見られるふたご座流星群ですが、今年は月明かりがあるため観察する条件はあまり良
くありません。しかし、月明かりなどの明るい光が目に入らないようにすれば、十分流星を見られるチャンスもありま
すので、暖かい格好で流星を探してみてください。
　この時季になると東の空からは冬の星座たちが昇ってきます。冬の星座には1等星が7つもあるため大変にぎやかで、
今年はそこに木星も輝いており一層華やかです。木星はふたご座の「カストル」と「ポルックス」
の近くに輝いています。特に明るい木星とともに、冬の星座たちをぜひ探してみてください。
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ふれあい科学館
駅前観望会

11/ 9 18:00～19:00

場所：郡山駅西口駅前広場

11月    12月の星空2013年

木星

カストル


